
 

 

 

多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

1 緊
きん

急
きゅう

時
じ

 

 救
きゅう

急
きゅう

、火
か

事
じ

や交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

、盗
とう

難
なん

などの犯
はん

罪
ざい

にあった場
ば

合
あい

は、あわてずに落
お

ち着
つ

いて SOS を発
はっ

しましょう。

ここでは、緊
きん

急
きゅう

時
じ

の連
れん

絡
らく

先
さき

と対
たい

処
しょ

方
ほう

法
ほう

について説
せつ

明
めい

します。 

1-1 救
きゅう

急
きゅう

、火
か

事
じ

や交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

、犯
はん

罪
ざい

の際
さい

の緊
きん

急
きゅう

電
でん

話
わ

 

(1) 緊
きん

急
きゅう

ダイヤル 

 緊
きん

急
きゅう

電
でん

話
わ

は、次
つぎ

の 4 つの場
ば

合
あい

に応
おう

じてそれぞれ番
ばん

号
ごう

が決
き

められています。いずれも 24時
じ

間
かん

受
うけ

付
つけ

となっ

ています。ｓ 

●緊
きん

急
きゅう

ダイヤル 

 

 あくまで、緊
きん

急
きゅう

用
よう

の番
ばん

号
ごう

です。相
そう

談
だん

や問
と

い合
あ

わせのためにはダイヤルしないでください。 救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

は無
む

料
りょう

火事
か じ

 

119番
ばん

（ 消 防
しょうぼう

） 

交通
こ う つう

事故
じ こ

 

110番
ばん

(警察
けいさつ

) 

犯罪
はんざい

 

110番
ばん

(警 察
けいさつ

) 

救 急
きゅうきゅう

 

119番
ばん

（消 防
しょうぼう

） 

急 病
(きゅうびょう

やけがなど 

救急車
(きゅうきゅうしゃ

を必要
(ひつよう

とする場合
(ばあい
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

となっていますが、マイカーやタクシーで運
はこ

べるぐらいの軽
かる

い 病
びょう

気
き

やけがの場
ば

合
あい

は、利
り

用
よう

できません。 

(2) 対
たい

応
おう

電
でん

話
わ

 

固
こ

定
てい

電
でん

話
わ

、公
こう

衆
しゅう

電
でん

話
わ

、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

、PHS のいずれからも 119番
ばん

、110番
ばん

にかけられます。 

公
こう

衆
しゅう

電
でん

話
わ

からは、 住
じゅう

所
しょ

を伝
つた

えなくても発
はっ

信
しん

地
ち

の 住
じゅう

所
しょ

が自
じ

動
どう

的
てき

に分
わ

かります。 

●公
こう

衆
しゅう

電
でん

話
わ

からのかけ方
かた

 

 

 

 

公
こう

衆
しゅう

電
でん

話
わ

の「緊
きん

急
きゅう

用
よう

通
つう

報
ほう

ボタン」を押
お

すと、硬
こう

貨
か

やカードは不
ふ

要
よう

です。受
じゅ

話
わ

器
き

を上
あ

げて、赤
あか

い「緊
きん

急
きゅう

用
よう

通
つう

報
ほう

ボタン」を押
お

してから、「119」「110」をダイヤルします。 
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

1 緊
きん

急
きゅう

時
じ

 

1-2 緊
きん

急
きゅう

時
じ

のそなえ 

(1) 緊
きん

急
きゅう

個
こ

人
じん

カード 

緊
きん

急
きゅう

時
じ

のために、自
じ

分
ぶん

に関
かん

する大
たい

切
せつ

な情
じょう

報
ほう

を記
き

入
にゅう

した「緊
きん

急
きゅう

個
こ

人
じん

カード」を作
さく

成
せい

し、つねに携
けい

帯
たい

して

おきましょう。必
ひつ

要
よう

な項
こう

目
もく

としては、自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

、性
せい

別
べつ

、生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

、血
けつ

液
えき

型
がた

、家
いえ

の住
じゅう

所
しょ

、家
いえ

の電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

、

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

、国
こく

籍
せき

、保
ほ

険
けん

証
しょう

番
ばん

号
ごう

、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

番
ばん

号
ごう

、パスポート番
ばん

号
ごう

、使
し

用
よう

可
か

能
のう

言
げん

語
ご

、緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

先
さき

などです。 

緊
きん

急
きゅう

個
こ

人
じん

カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 緊
きん

急
きゅう

時
じ

の通
つう

報
ほう

内
ない

容
よう

 

119番
ばん

、110番
ばん

にダイヤルすると、消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

やパトカーが行
い

くべき場
ば

所
しょ

について聞
き

かれます。落
お

ち着
つ

いてゆっくり

と、大
おお

きな声
こえ

で話
はな

してください。日
に

本
ほん

語
ご

で説
せつ

明
めい

できないときは、日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

せる知
ち

人
じん

や近
ちか

くにいる人
ひと

に頼
たの

み

ましょう。自
じ

分
ぶん

の 住
じゅう

所
しょ

については、日
ひ

ごろから日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

せるように練
れん

習
しゅう

しておきましょう。また、警
けい

察
さつ

、消
しょう

                                       電話番号
でんわばんごう

 

名前
なまえ

          住所
じゅうしょ

                                携帯
けいたい

番号
ばんごう

  

国籍
こくせき

           性別
せいべつ

    男
おとこ

/ 女
おんな

    生年
せいねん

月日
がっぴ

    年
ねん

    月
つき

    日
にち

          血液型
けつえきがた

    型
がた

 

外国人
がいこくじん

登録
とうろく

番号
ばんごう

                        パスポート番号
ばんごう

 

保険証
(ほけんしょう

番号
(ばんごう

              緊 急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

 

使用
(しよう

可能
(かのう

言語
(げんご
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

防
ぼう

へ場
ば

所
しょ

を伝
つた

えるときは、近
ちか

くの目
め

印
じるし

となる建
たて

物
もの

などを伝
つた

えると早
はや

く到
とう

着
ちゃく

することができます。 

●119番
ばん

 消
しょう

防
ぼう

に通
つう

報
ほう

するとき 

以
い

下
か

の 順
じゅん

序
じょ

で伝
つた

えます。 

 

1 火
か

事
じ

か 救
きゅう

急
きゅう

か 

2 場
ば

所
しょ

はどこか 

3 自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

 

 

消 防
しょうぼう

署
しょ

 あなた (通 報者
つうほうしゃ

)  

119 に電話
でんわ

します 

救 急 車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

ぶときの通報
つうほう

問答例
もんどうれい

 

119番
ばん

、消防署です。火事
か じ

ですか、

救 急
きゅうきゅう

ですか。 

 

① 救 急
きゅうきゅう

です。 

② どうしましたか。 ② 工事
こ う じ

現場
げんば

の
じ

事故
じ こ

です。（「はさまれて

いる」など状 況
じょうきょう

を伝
つた

えます。） 

③ 何
なに

市
し

（区
く

）、何
なん

町
ちょう

、何丁目
なんちょうめ

、何番
なんばん

、

何号
なんごう

ですか。 
③ ○○市

し

●●町
ちょう

1丁目
ちょうめ

2番
ばん

3号
ごう

です。 

 

④ 近
ちか

くに、何
なに

か目標
もくひょう

がありますか。 

 
④ 公立

こうりつ

図書館
としょかん

の隣
となり

です。 

 

⑤ 電話番号
でんわばんごう

を教
おし

えてください。 

 

⑤ 1234-5678 です。 

 

⑥ はい、わかりました。 
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

 

●110番
ばん

 警
けい

察
さつ

に通
つう

報
ほう

するとき 

以
い

下
か

の 順
じゅん

序
じょ

で伝
つた

えます。 

 

1 何
なに

が起
お

きたか（交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

か犯
はん

罪
ざい

かといった 状
じょう

況
きょう

） 

2 場
ば

所
しょ

はどこか（起
お

きた場
ば

所
しょ

または 住
じゅう

所
しょ

） 

3 自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

 

※けが人
にん

がいる場
ば

合
あい

は、警
けい

察
さつ

に通
つう

報
ほう

することで、救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

の手
て

配
はい

をしてくれます。 

消防
しょうぼう

署
し ょ

 あなた (通 報者
つうほうしゃ

)  

 
119 に電話

でんわ

します 

消防車
しょうぼうしゃ

を呼
よ

ぶときの通報
つうほう

問答例
もんどうれい

 

119番
ばん

、消防署です。火事
か じ

ですか、

救 急
きゅうきゅう

ですか。 

 

 

① 火事
か じ

です。 

 

③ 何
なに

市
し

（区
く

）、何
なん

町
ちょう

、何丁目
なんちょうめ

、何番
なんばん

、

何号
なんごう

ですか。 

 

③ ○○市
し

●●町
ちょう

1丁目
ちょうめ

2番
ばん

3号
ごう

です。 

 

 ③ 何
なに

が燃
も

えていますか。 

 
③ ビルの 2階

かい

が燃
も

えています。 

④ わかりました。 

直
ただ

ちにそちらへ向
む

かいます。 

 

 

 

 

http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/p/index.html�


 

 

 

多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

1 緊
きん

急
きゅう

時
じ

 

1-3 救
きゅう

急
きゅう

 

F 医
い

療
りょう

 2-1 急
きゅう

病
びょう

やけがなどで 救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を必
ひつ

要
よう

とするとき 参
さん

照
しょう

 

1-4 火
か

事
じ

 

(1) 火
か

事
じ

のとき 

火
か

事
じ

のときは、「火
か

事
じ

だ」と大
おお

きな声
こえ

で近
きん

所
じょ

の人
ひと

に知
し

らせましょう。天
てん

井
じょう

に火
ひ

が燃
も

え移
うつ

るなど自
じ

分
ぶん

で消
け

せそう

もない場
ば

合
あい

は、すぐに消
しょう

防
ぼう

署
しょ

（119番
ばん

）に電
でん

話
わ

で通
つう

報
ほう

してください。 

(2) り災
さい

証
しょう

明
めい

について 

火
か

災
さい

で大
たい

切
せつ

な建
たて

物
もの

や家
か

財
ざい

が燃
も

えたとき、火
か

災
さい

保
ほ

険
けん

の請
せい

求
きゅう

や税
ぜい

の減
げん

税
ぜい

、免
めん

税
ぜい

の手
て

続
つづき

などをするため

に、「り災
さい

証
しょう

明
めい

書
しょ

」が必
ひつ

要
よう

となることがあります。「り災
さい

証
しょう

明
めい

書
しょ

」は、消
しょう

防
ぼう

職
しょく

員
いん

が火
か

災
さい

現
げん

場
ば

を確
かく

認
にん

・ 調
ちょう

査
さ

していないと発
はっ

行
こう

できません。申
しん

請
せい

を 行
おこな

う前
まえ

に、各
かく

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

に詳
しょう

細
さい

を問
と

い合
あ

わせましょう。 
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

1 緊
きん

急
きゅう

時
じ

 

1-5 交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

 

(1) 被
ひ

害
がい

者
しゃ

（被
ひ

害
がい

を受
う

けた側
がわ

）となったとき 

N 交
こう

通
つう

 5-1（2）交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

にあった場
ば

合
あい

 参
さん

照
しょう

 

(2) 加
か

害
がい

者
しゃ

（事
じ

故
こ

をおこした側
がわ

）となったとき 

 N 交
こう

通
つう

 5-1（1）交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

を起
お

こした場
ば

合
あい

 参
さん

照
しょう

 

(3) 交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

証
しょう

明
めい

書
しょ

の取
しゅ

得
とく

 

 「交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」は、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

があったことを自
じ

動
どう

車
しゃ

安
あん

全
ぜん

運
うん

転
てん

センターが証
しょう

明
めい

するものです。保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

に請
せい

求
きゅう

するときなどにも必
ひつ

要
よう

になります。申
もうし

込
こみ

用
よう

紙
し

は事
じ

故
こ

現
げん

場
ば

の警
けい

察
さつ

でなくても、お住
す

まいの近
ちか

くの交
こう

番
ばん

にもおいてあります。 

 請
せい

求
きゅう

する人
ひと

は、被
ひ

害
がい

者
しゃ

・加
か

害
がい

者
しゃ

・損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

請
せい

求
きゅう

権
けん

のある親
しん

族
ぞく

・雇
やと

い主
ぬし

・保
ほ

険
けん

金
きん

の受
うけ

取
とり

人
にん

などでも

かまいません。警
けい

察
さつ

へ届
とど

け出
で

ていない交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

は証
しょう

明
めい

書
しょ

をもらえませんので、ご 注
ちゅう

意
い

を。 

1-6 犯
はん

罪
ざい

 

ひったくりや空
あ

き巣
す

はもちろん、暴
ぼう

行
こう

やストーカー行
こう

為
い

、暴
ぼう

力
りょく

団
だん

などから被
ひ

害
がい

を受
う

けた場
ば

合
あい

は、早
はや

めに近
ちか

くの

交
こう

番
ばん

か警
けい

察
さつ

署
しょ

までご相
そう

談
だん

ください。緊
きん

急
きゅう

の場
ば

合
あい

は 110番
ばん

通
つう

報
ほう

をしましょう。 
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

１ 緊
きん

急
きゅう

時
じ

 

1-7 その他
た

の緊
きん

急
きゅう

時
じ

（紛
ふん

失
しつ

など） 

(1) パスポートを紛
ふん

失
しつ

したとき 

パスポートを紛
ふん

失
しつ

したときは、すみやかに「遺
い

失
しつ

届
とどけ

出
で

証
しょう

明
めい

書
しょ

」を近
ちか

くの警
けい

察
さつ

で発
はっ

行
こう

してもらってください。そ

の後
あと

、母
ぼ

国
こく

の在
ざい

日
にち

大
たい

使
し

館
かん

・領
りょう

事
じ

館
かん

で再
さい

発
はっ

行
こう

の手
て

続
つづき

をとります。そのとき、遺
い

失
しつ

届
とどけ

に記
き

載
さい

されている受
じゅ

理
り

番
ばん

号
ごう

が必
ひつ

要
よう

になりますので、 必
かなら

ずメモをとるか、紛
ふん

失
しつ

届
とどけ

の控
ひか

えをお持
も

ちください。 

(2) 外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

を紛
ふん

失
しつ

したとき 

外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

は個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

が記
き

載
さい

されているので、悪
あく

用
よう

されるおそれがあります。なくした場
ば

合
あい

は、至
し

急
きゅう

近
ちか

くの警
けい

察
さつ

署
しょ

か交
こう

番
ばん

に紛
ふん

失
しつ

したことを届
とど

け、紛
ふん

失
しつ

した日
ひ

から 14日
にち

以
い

内
ない

に居
きょ

住
じゅう

地
ち

の市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

で再
さい

発
はっ

行
こう

の手
て

続
つづき

を 行
おこな

ってください。 

 また、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

が割
わ

れたりした場
ば

合
あい

にも作
つく

り直
なお

すことになります。その場
ば

合
あい

も、今
いま

まで使
つか

ってい

た外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

を持
じ

参
さん

し、市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

で再
さい

発
はっ

行
こう

の手
て

続
つづき

を 行
おこな

ってください。（B 外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

 

5-1 再
さい

交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

 参
さん

照
しょう

） 

(3) キャッシュカードなどを紛
ふん

失
しつ

したとき 

キャッシュカードなどを紛
ふん

失
しつ

したときは、すみやかに「遺
い

失
しつ

届
とどけ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」を近
ちか

くの警
けい

察
さつ

で発
はっ

行
こう

してもらいましょ

う。また、すぐに銀
ぎん

行
こう

やクレジット会
がい

社
しゃ

まで連
れん

絡
らく

し、取
と

り引
ひ

きを 中
ちゅう

断
だん

してもらいましょう。 

(4) 忘
わす

れ物
もの

、落
おと

し物
もの

をしたとき 

近
ちか

くの交
こう

番
ばん

か警
けい

察
さつ

署
しょ

に行
い

って問
と

い合
あ

わせてください。電
でん

車
しゃ

やバスの中
なか

で落
おと

し物
もの

や忘
わす

れものをした場
ば

合
あい

は、

直
ちょく

接
せつ

駅
えき

員
いん

や乗
じょう

務
む

員
いん

、または運
うん

行
こう

会
がい

社
しゃ

まで問
と

い合
あ

わせてください。 

 交
こう

番
ばん

や警
けい

察
さつ

署
しょ

に届
とど

けられた落
おと

し物
もの

や忘
わす

れ物
もの

の情
じょう

報
ほう

は、各
かく

警
けい

察
さつ

署
しょ

ごとにまとめられ、落
お

とした人
ひと

が3ヵ月
げつ

以
い

内
ない

に取
と

りに来
こ

なかった場
ば

合
あい

は、届
とど

けた人
ひと

のものになります。落
おと

し物
もの

をした場
ば

合
あい

は、なるべく早
はや

く、警
けい

察
さつ

署
しょ

や

交
こう

番
ばん

まで問
と

い合
あ

わせてください。 
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

2 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

時
じ

 

日
に

本
ほん

は、地
じ

震
しん

の発
はっ

生
せい

が多
おお

い国
くに

のひとつです。いつどこで地
じ

震
しん

が起
お

きても不
ふ

思
し

議
ぎ

ではありません。また、夏
なつ

か

ら秋
あき

にかけては、多
おお

くの台
たい

風
ふう

がやってきます。こういった自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

での被
ひ

害
がい

を少
すく

なくするためには普
ふ

段
だん

から

防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

をととのえ、いざというときは落
お

ち着
つ

いて行
こう

動
どう

することが大
たい

切
せつ

です。 

2-1 地
じ

震
しん

 

 日
に

本
ほん

は世
せ

界
かい

でも有
ゆう

数
すう

の地
じ

震
しん

の多
おお

い国
くに

です。また、地
じ

震
しん

にともない津
つ

波
なみ

が発
はっ

生
せい

することがあります。 

(1) 地
じ

震
しん

の揺
ゆ

れの大
おお

きさ 

 震
しん

度
ど

は、地
じ

震
しん

動
どう

の強
つよ

さの程
てい

度
ど

を 表
あらわ

すもので、現
げん

在
ざい

10段
だん

階
かい

あります。数
すう

字
じ

が大
おお

きいほど強
つよ

い揺
ゆ

れとなり

ます。 
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P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

 

震度
し ん ど

階級
かいきゅう

 揺
ゆ

れの程
てい

度
ど

 震度
し ん ど

階級
かいきゅう

 揺
ゆ

れの程
てい

度
ど

 

0 人
ひと

は揺
ゆ

れを感
かん

じな

い 
5弱

じゃく

 多く
おおく

の人
ひと

が身
み

の安全
あんぜん

を図
はか

ろうとする。

家具
か ぐ

が移動
い ど う

すること

がある。 

1 屋内
おくない

にいる人
ひと

の

一部
い ち ぶ

がわずかな

揺
ゆ

れを感
かん

じる。 

5強
きょう

 多く
おおく

の人
ひと

が行動に支
し

障
しょう

を感
かん

じる。タンス

などが倒
たお

れることが

ある。 

2 眠
ねむ

っている人
ひと

の

一部
い ち ぶ

が目
め

を覚
さ

ま

す。電灯
でんとう

などの吊
つ

り下
さ

げものがわず

かに揺
ゆ

れる。 
 

6弱
じゃく

 立
た

っていることが困
こん

難
なん

になる。固定
こ て い

して

いない重
おも

い家
か

具
ぐ

の

多
おお

くが移
い

動
どう

、転
てん

倒
と う

す

る。 
 

3 屋内
おくない

にいる人
ひと

のほ

とんどが揺
ゆ

れを感
かん

じる。棚
たな

の食器
しょっき

が

音
おと

を立
た

てることが

ある。 

6強
きょう

 這
は

わないと動
うご

くこと

ができない。多
おお

くの

建
たて

物
もの

で壁
かべ

のタイルや

窓
まど

ガラスが破
は

損
そん

、落
らっ

下
か

する。 

4 眠
ねむ

っている人
ひと

のほ

とんどが目
め

を覚
さ

ま

す。電灯
でんとう

は揺
ゆ

れ、

棚
たな

の食器
しょっき

は大
おお

きく

音
おと

を立
た

てる。 
 

7 自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で行動
こうどう

できない。ほとんど

の建物
たてもの

で壁
かべ

のタイル

や窓
まど

ガラスが破損
は そ ん

、

落下
ら っ か

する。 
 

また、大
おお

きな地
じ

震
しん

（本
ほん

震
しん

）の後
あと

、何
なん

度
ど

も揺
ゆ

れが起
お

こります。これを「余
よ

震
しん

」といい、まれに本
ほん

震
しん

の揺
ゆ

れと同
どう

程
てい

度
ど

揺
ゆ

れたり、何
なん

度
ど

もゆれたりすることがあるので、警
けい

戒
かい

が必
ひつ

要
よう

です。 
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P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

(2) 地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

したとき（行
こう

動
どう

マニュアル） 

発
はっ

生
せい

時
じ

の状
じょう

況
きょう

 行
こう

動
どう

マニュアル 

屋
おく

内
ない

 

1. ぐらっときたら、机
つくえ

の下
した

にもぐるなどして、まず身
み

の安
あん

全
ぜん

を図
はか

る。 

2. 揺
ゆ

れがおさまったら、すばやく火
ひ

を始
し

末
まつ

 。 

3. 戸
と

口
ぐち

をあけて出
で

口
ぐち

の確
かく

保
ほ

 。 

4. 外
そと

に出
で

るときは落
らっ

下
か

物
ぶつ

や倒
とう

壊
かい

物
ぶつ

に注
ちゅう

意
い

して、あわてずに行
こう

動
どう

 する。 

5. 徒
と

歩
ほ

で避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

へ移
い

動
どう

 。 

6. 近
ちか

くの人
ひと

と協
きょう

力
りょく

してできること（応
おう

急
きゅう

救
きゅう

護
ご

）をする、できるだけラジオなどで最
さい

新
しん

の

情
じょう

報
ほう

を 入
にゅう

手
しゅ

 する。 

エレベーターの中
なか

 

1. 全
ぜん

部
ぶ

の階
かい

のボタンを押
お

してみる。 

2. 止
と

まったところで降
お

りられないか試
ため

す。 

（自
じ

動
どう

着
ちゃく

床
しょう

装
そう

置
ち

がついていれば、最
も

寄
よ

りの階
かい

に止
と

まるようになっている）。 

3. 電
でん

気
き

が止
と

まってドアが開
ひら

かない場
ば

合
あい

は、「非
ひ

常
じょう

用
よう

連
れん

絡
らく

ボタン」を押
お

し続
つづ

けて、連
れん

絡
らく

を

待
ま

つ。 

屋
おく

外
がい

 
1. 看

かん

板
ばん

などの落
らっ

下
か

物
ぶつ

やブロック塀
べい

などが倒
たお

れてくる危
き

険
けん

性
せい

もあるので注
ちゅう

意
い

。 

2. 上
じょう

下
げ

左
さ

右
ゆう

を確
かく

認
にん

し、近
ちか

くの最
もっと

も安
あん

全
ぜん

と判
はん

断
だん

できる場
ば

所
しょ

で身
み

を守
まも

る。 

車
くるま

を運
うん

転
てん

中
ちゅう

 

1. ハンドルをしっかりと握
にぎ

って徐
じょ

々
じょ

にスピードを落
お

として停
てい

車
しゃ

させる。 

2. 救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

や消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

などの緊
きん

急
きゅう

車
しゃ

両
りょう

が通
とお

れるよう、道
どう

路
ろ

の中
ちゅう

央
おう

はあけておく。 

3. キーはつけたまま、ドアロックはせずに、徒
と

歩
ほ

で避
ひ

難
なん

する。 

電
でん

車
しゃ

などの車
しゃ

内
ない

 

1. つり革
かわ

や手
て

すりに両
りょう

手
て

でしっかりとつかまる 

2. 電
でん

車
しゃ

が線
せん

路
ろ

の途
と

中
ちゅう

で止
と

まっても、非
ひ

常
じょう

コックを開
あ

けて勝
かっ

手
て

に車
しゃ

外
がい

へ出
で

たり、窓
まど

か

ら飛
と

び降
お

りたりしない。 

3. 運
うん

転
てん

士
し

や乗
じょう

務
む

員
いん

の指
し

示
じ

に 従
したが

う。 

(3) 地
じ

震
しん

の二
に

次
じ

被
ひ

害
がい

に備
そな

える 

 地
じ

震
しん

の二
に

次
じ

被
ひ

害
がい

としてもっとも多
おお

いのが、火
か

災
さい

です。火
か

災
さい

を防
ふせ

ぐためには、すばやく火
ひ

の始
し

末
まつ

をすることが
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大
だい

事
じ

です。大
おお

きな揺
ゆ

れがおさまったら、使
し

用
よう

中
ちゅう

のガス器
き

具
ぐ

、ストーブなどをすばやく消
しょう

火
か

しましょう。ガス器
き

具
ぐ

は元
もと

栓
せん

を締
し

め、電
でん

気
き

器
き

具
ぐ

は電
でん

源
げん

プラグを抜
ぬ

きましょう。避
ひ

難
なん

する場
ば

合
あい

は、ブレーカーを切
き

ってから避
ひ

難
なん

します。

万
まん

が一
いち

出
しゅっ

火
か

したら、 隣
となり

近
きん

所
じょ

に声
こえ

をかけ、協
きょう

力
りょく

しあって初
しょ

期
き

消
しょう

火
か

につとめましょう。 

 また、地
じ

震
しん

のあとは津
つ

波
なみ

が発
はっ

生
せい

することがあります。津
つ

波
なみ

は、ラジオやテレビの情
じょう

報
ほう

よりも早
はや

くやって来
く

る

ことがありますので、揺
ゆ

れを感
かん

じたときは、直
ただ

ちに海
かい

岸
がん

から離
はな

れ、急
いそ

いで高
たか

台
だい

など安
あん

全
ぜん

な場
ば

所
しょ

へ避
ひ

難
なん

しま

しょう。また、津
つ

波
なみ

は 2回
かい

、3回
かい

と繰
く

り返
かえ

し襲
おそ

ってきます。津
つ

波
なみ

がきたら 1回
かい

目
め

で安
あん

心
しん

せず、警
けい

報
ほう

や 注
ちゅう

意
い

報
ほう

が解
かい

除
じょ

されるまで、海
かい

岸
がん

付
ふ

近
きん

には近
ちか

づかないでください。 
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  P 緊急
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・災害
さいがい
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P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

2 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

時
じ

 

2-2 台
たい

風
ふう

 

 台
たい

風
ふう

は、7～10月
がつ

ごろに発
はっ

生
せい

し、豪
ごう

雨
う

や暴
ぼう

風
ふう

が吹
ふ

き荒
あ

れます。土
ど

砂
しゃ

崩
くず

れや洪
こう

水
ずい

が起
お

きることもあります。ま

た、飛
ひ

来
らい

物
ぶつ

による負
ふ

傷
しょう

や高
たか

潮
しお

などの恐
おそ

れもあります。 

(1) 台
たい

風
ふう

 

 東
とう

経
けい

100度
ど

から 180度
ど

の 間
あいだ

の太
たい

平
へい

洋
よう

、 南
みなみ

シナ海
かい

で発
はっ

生
せい

した熱
ねっ

帯
たい

低
てい

気
き

圧
あつ

で、 中
ちゅう

心
しん

付
ふ

近
きん

の最
さい

大
だい

風
ふう

速
そく

が 17．2m/s以
い

上
じょう

のものを台
たい

風
ふう

（typhoon）と呼
よ

びます。ハリケーンやサイクロンと同
どう

様
よう

のもので、時
とき

には大
だい

災
さい

害
がい

を引
ひ

き起
お

こすので 注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。 

 日
に

本
ほん

周
しゅう

辺
へん

の平
へい

均
きん

気
き

圧
あつ

は 1013hPa（ヘクトパスカル）ですが、台
たい

風
ふう

が近
ちか

づいてくると、気
き

圧
あつ

は低
ひく

くなります。

気
き

圧
あつ

が低
ひく

いほど風
ふう

雨
う

が強
つよ

くなる傾
けい

向
こう

にあります。 

 日
に

本
ほん

では台
たい

風
ふう

の風
かぜ

は、反
はん

時
ど

計
けい

回
まわ

りに吹
ふ

いています。風
かぜ

の強
つよ

さは、台
たい

風
ふう

の進
しん

行
こう

方
ほう

向
こう

に向
む

かって右
みぎ

側
がわ

で

は、台
たい

風
ふう

自
じ

身
しん

が巻
ま

き起
お

こす風
かぜ

と台
たい

風
ふう

を移
い

動
どう

させる風
かぜ

の向
む

きが同
おな

じため、 左
ひだり

側
がわ

よりも強
つよ

くなっています。台
たい

風
ふう

の進
しん

路
ろ

によっても被
ひ

害
がい

の大
おお

きさはだいぶ変
か

わってくるので、天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

を見
み

るなどして台
たい

風
ふう

に備
そな

えましょう。 

 また低
てい

気
き

圧
あつ

による海
かい

面
めん

上
じょう

昇
しょう

と風
かぜ

の強
つよ

さのため、海
かい

岸
がん

近
ちか

くでは高
たか

潮
しお

にも 注
ちゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

があります。海
かい

面
めん

の高
たか

さは気
き

圧
あつ

が1hPa低
ひく

くなると海
かい

面
めん

は1㎝上
じょう

昇
しょう

し、風
ふう

速
そく

の2 乗
じょう

に比
ひ

例
れい

して高
たか

くなります。さらに満
まん

潮
ちょう

の時
じ

刻
こく

と重
かさ

なると深
しん

刻
こく

な被
ひ

害
がい

をもたらす事
こと

もあるので海
うみ

には近
ちか

づかないようにしましょう。 

(2) 台
たい

風
ふう

の強
つよ

さ 

 台
たい

風
ふう

による風
かぜ

の強
つよ

さは、 中
ちゅう

心
しん

付
ふ

近
きん

の気
き

圧
あつ

等
とう

を参
さん

考
こう

にし、主
おも

に最
さい

大
だい

風
ふう

速
そく

で 表
あらわ

します。 

強
つよ

さの種
しゅ

類
るい

 中
ちゅう

心
しん

気
き

圧
あつ

（hPa） 最
さい

大
だい

風
ふう

速
そく

 

弱
よわ

い台
たい

風
ふう

 990～ 17.2～25m 

並
な

みの台
たい

風
ふう

 950～989 25～33m 

強
つよ

い台
たい

風
ふう

 930～949 33～45m 
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P 緊急
きんきゅう

・災害
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じ

 
 

強
つよ

さの種
しゅ

類
るい

 中
ちゅう

心
しん

気
き

圧
あつ

（hPa） 最
さい

大
だい

風
ふう

速
そく

 

非
ひ

常
じょう

に強
つよ

い台
たい

風
ふう

 900～929 45～50m 

猛
もう

烈
れつ

な台
たい

風
ふう

    ～900 50m 以
い

上
じょう

 

(3) 台
たい

風
ふう

の階
かい

級
きゅう

（大
おお

きさ） 

 台
たい

風
ふう

の大
おお

きさは、次
つぎ

のように 表
あらわ

されます。「強
きょう

風
ふう

域
いき

」とは風
ふう

速
そく

が 15m/s の地
ち

域
いき

を指
さ

す言
こと

葉
ば

で、それ以
い

上
じょう

の強
つよ

い風
かぜ

が吹
ふ

く地
ち

域
いき

は「暴
ぼう

風
ふう

域
いき

」といわれます。 

階
かい

級
きゅう

 強
きょう

風
ふう

域
いき

の範
はん

囲
い

 

（表
ひょう

現
げん

しない） 500 ㎞未
み

満
まん

 

大
おお

型
がた

・大
おお

きい 500 ㎞以
い

上
じょう

800 ㎞未
み

満
まん

 

超
ちょう

大
おお

型
がた

・非
ひ

常
じょう

に大
おお

きい 800 ㎞以
い

上
じょう

 

(4) 風
かぜ

の強
つよ

さ 

 台
たい

風
ふう

による風
かぜ

の強
つよ

さと被
ひ

害
がい

想
そう

定
てい

は、次
つぎ

の通
とお

りです。 

平
へい

均
きん

風
ふう

速
そく

 人
ひと

への影
えい

響
きょう

・建
けん

築
ちく

物
ぶつ

などへの被
ひ

害
がい

 

風
ふう

速
そく

10m/s 傘
かさ

がさせない。取
と

り付
つ

けの不
ふ

完
かん

全
ぜん

な看
かん

板
ばん

やトタンが飛
と

びはじめる。 

風
ふう

速
そく

15m/s ビニールハウスが壊
こわ

れ始
はじ

める。看
かん

板
ばん

やトタンが飛
と

びはじめる。 

風
ふう

速
そく

20m/s 子
こ

供
ども

は飛
と

ばされそうになる。身体
からだ

を 30度
ど

くらいに 傾
かたむ

けないと立
た

っていられない。 

風
ふう

速
そく

25m/s 

小
こ

枝
えだ

が折
お

れる。 鋼
はがね

製
せい

シャッターが壊
こわ

れはじめる。風
かぜ

に飛
と

ばされたもので窓
まど

ガラス

が割
わ

れる。 

瓦
かわら

が飛
と

び、テレビアンテナ、煙
えん

突
とつ

が倒
たお

れる。ブロック塀
べい

が壊
こわ

れ、取
と

り付
つ

けの不
ふ

完
かん

全
ぜん

な屋
おく

外
がい

外
がい

装
そう

がはがれ、飛
と

びはじめる。 

風
ふう

速
そく

30m/s 
雨
あま

戸
ど

がはずれ、屋
や

根
ね

が飛
と

ばされたり、木
もく

造
ぞう

住
じゅう

宅
たく

の全
ぜん

壊
かい

がはじまる。電
でん

柱
ちゅう

が倒
たお

れ

る事
こと

がある。 

風
ふう

速
そく

35m/s 列
れっ

車
しゃ

の客
きゃく

車
しゃ

が倒
たお

れることがある。 

http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/p/index.html�


 

 

 

多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう
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平
へい

均
きん

風
ふう

速
そく

 人
ひと

への影
えい

響
きょう

・建
けん

築
ちく

物
ぶつ

などへの被
ひ

害
がい

 

風
ふう

速
そく

40m/s 身体
からだ

を 45度
ど

くらいに 傾
かたむ

けないと立
た

っていられない。小
こ

石
いし

が飛
と

ぶ。 

風
ふう

速
そく

50m/s たいていの木
もく

造
ぞう

住
じゅう

宅
たく

が倒
たお

れる。樹
じゅ

木
もく

は根
ね

こそぎ倒
たお

れる。 

風
ふう

速
そく

60m/s 鉄
てっ

塔
とう

が曲
ま

がることがある。 

(5) 降
こう

水
すい

量
りょう

の目
め

安
やす

 

 台
たい

風
ふう

による降
こう

水
すい

量
りょう

と、実
じっ

際
さい

の状
じょう

況
きょう

は次
つぎ

の通
とお

りです。 

1 時
じ

間
かん

あたりの降
こう

水
すい

量
りょう

 実
じっ

際
さい

の状
じょう

況
きょう

 

5～10 ㎜ 水
みず

溜
たま

りができる。雨
あま

音
おと

がよく聞
き

こえる。 

10～20 ㎜ 雨
あま

音
おと

で 話
はなし

が聞
き

こえないことがある。長
なが

雨
あめ

の場
ば

合
あい

、災
さい

害
がい

の警
けい

戒
かい

が必
ひつ

要
よう

。 

20～30 ㎜ 下
げ

水
すい

があふれ、小
ちい

さな川
かわ

は氾
はん

濫
らん

することがある。がけ崩
くず

れの危
き

険
けん

がある。 

30 ㎜ 以
い

上
じょう

 
バケツをひっくり返

かえ

したような豪
ごう

雨
う

。避
ひ

難
なん

準
じゅん

備
び

をし、危
き

険
けん

だと思
おも

ったら自
じ

主
しゅ

的
てき

に避
ひ

難
なん

すること。 

(6) 台
たい

風
ふう

がきたとき 

1. 雨
あま

戸
ど

やシャッターがあれば閉
し

めておく。 

2. 強
きょう

風
ふう

のときは外
がい

出
しゅつ

しない。 

3. 常
つね

に最
さい

新
しん

の気
き

象
しょう

情
じょう

報
ほう

をチェックし、2.に関
かか

わらず，避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

の指
し

示
じ

などがあれば、すみやかに避
ひ

難
なん

する。 

4. 折
お

れた電
でん

柱
ちゅう

や垂
た

れ下
さ

がった電
でん

線
せん

には近
ちか

寄
よ

らない。 
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P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

2 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

時
じ

 

2-3 大
おお

雪
ゆき

・豪
ごう

雪
せつ

 

 寒
さむ

い地
ち

域
いき

、特
とく

に北
ほく

陸
りく

から東
とう

北
ほく

の日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

と北
ほっ

海
かい

道
どう

地
ち

方
ほう

は、12月
がつ

～3月
がつ

に雪
ゆき

が積
つ

もります。年
とし

によっては

5 メートル以
い

上
じょう

もの雪
ゆき

がふる「豪
ごう

雪
せつ

」になり、木
もく

造
ぞう

の家
か

屋
おく

が押
お

しつぶされる事
じ

故
こ

も起
お

こっています。 

(1) 大
おお

雪
ゆき

から身
み

を守
まも

ろう 

 北
ほく

陸
りく

や東
とう

北
ほく

の日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

、北
ほっ

海
かい

道
どう

といった「雪
ゆき

国
ぐに

」で生
せい

活
かつ

する場
ば

合
あい

は、雪
ゆき

への対
たい

策
さく

が日
にち

常
じょう

的
てき

に必
ひつ

要
よう

と

なります。外
がい

出
しゅつ

をする際
さい

は、すべりにくい靴
くつ

を履
は

き、できるだけ両
りょう

手
て

が使
つか

える状
じょう

態
たい

で歩
ある

き、転
てん

倒
とう

に気
き

をつけ

ましょう。 

 除
じょ

雪
せつ

は、こまめに 行
おこな

うことが大
たい

切
せつ

です。ただし、大
おお

雪
ゆき

による死
し

亡
ぼう

事
じ

故
こ

の多
おお

くは、屋
や

根
ね

の雪
ゆき

下
お

ろし 中
ちゅう

の転
てん

落
らく

事
じ

故
こ

です。雪
ゆき

下
お

ろしをする場
ば

合
あい

は 命
いのち

綱
づな

、滑
すべ

り止
ど

め、はしごの固
こ

定
てい

など転
てん

落
らく

防
ぼう

止
し

措
そ

置
ち

をとり、なるべく一
ひと

人
り

では 行
おこな

わないようにしましょう。また、家
いえ

の 周
しゅう

辺
へん

の除
じょ

雪
せつ

作
さ

業
ぎょう

時
じ

には、屋
や

根
ね

から落
お

ちてくる雪
ゆき

にも 十
じゅう

分
ぶん

注
ちゅう

意
い

しましょう。 

(2) 雪
ゆき

道
みち

での運
うん

転
てん

 

 雪
ゆき

道
みち

では、なるべく運
うん

転
てん

しないに越
こ

したことはありません。どうしても運
うん

転
てん

しなければならないときは、以
い

下
か

の

点
てん

に 注
ちゅう

意
い

しましょう。  

1. 運
うん

転
てん

のポイントは、アクセル、ブレーキ、ハンドル操
そう

作
さ

をゆっくり 行
おこな

うことです。 急
きゅう

発
はっ

進
しん

、 急
きゅう

ブレーキは禁
きん

物
もつ

です。 

2. 広
ひろ

くて通
つう

行
こう

量
りょう

の多
おお

い道
みち

を選
えら

びましょう。 

3. 長
なが

く運
うん

転
てん

する場
ば

合
あい

は、ガソリンスタンドなどでバッテリーを点
てん

検
けん

してもらいましょう。 

4. 雪
ゆき

道
みち

ではスタッドレスタイヤが定
てい

番
ばん

となっていますが、駆
く

動
どう

輪
りん

のみ 2本
ほん

だけ装
そう

着
ちゃく

すると、大
たい

変
へん

危
き

険
けん

です。

スタッドレスタイヤを装
そう

着
ちゃく

する際
さい

には、かならず 4輪
りん

とも装
そう

着
ちゃく

するようにしてください。タイヤチェーンを使
し

用
よう

す

る場
ば

合
あい

は駆
く

動
どう

輪
りん

に装
そう

着
ちゃく

することが原
げん

則
そく

です。 
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P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

2 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

時
じ

 

2-4 土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

 

土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

とは、台
たい

風
ふう

、 集
しゅう

中
ちゅう

豪
ごう

雨
う

、地
じ

震
しん

、雪
ゆき

解
ど

けなどにより、弱
よわ

くなった斜
しゃ

面
めん

が崖
がけ

崩
くず

れを起
お

こし、大
たい

量
りょう

の

土
ど

砂
しゃ

が一
いっ

瞬
しゅん

にして崩
くず

れ落
お

ちることをいいます。特
とく

に梅
つ

雨
ゆ

や台
たい

風
ふう

で大
おお

雨
あめ

になったときは 注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。1

時
じ

間
かん

に 20ミリ以
い

上
じょう

、降
ふ

り始
はじ

めから 100ミリ以
い

上
じょう

の雨
あめ

が降
ふ

り続
つづ

いたら、土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

の危
き

険
けん

が高
たか

くなりますので、

傾
けい

斜
しゃ

地
ち

や山
やま

沿
ぞ

い、谷
たに

沿
ぞ

いに住
す

んでいる人
ひと

は、警
けい

戒
かい

が必
ひつ

要
よう

です。 
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P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

2 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

時
じ

 

2-5 災
さい

害
がい

に対
たい

する事
じ

前
ぜん

準
じゅん

備
び

 

(1) 緊
きん

急
きゅう

個
こ

人
じん

カード（1-2 緊
きん

急
きゅう

時
じ

のそなえ 参
さん

照
しょう

） 

(2) 非
ひ

常
じょう

持
も

ち出
だ

し品
ひん

リスト 

 災
さい

害
がい

が起
お

こって避
ひ

難
なん

するとき、最
さい

初
しょ

に持
も

ち出
だ

すべき、必
ひつ

要
よう

最
さい

小
しょう

限
げん

の物
ぶっ

品
ぴん

を用
よう

意
い

し、「非
ひ

常
じょう

持
も

ち出
だ

し 袋
ふくろ

」

としてすぐ取
と

り出
だ

せる場
ば

所
しょ

に置
お

いておきましょう。ほかのものは避
ひ

難
なん

後
ご

、安
あん

全
ぜん

を確
かく

認
にん

できてから取
と

りに戻
もど

ること

も可
か

能
のう

です。 

●非
ひ

常
じょう

持
も

ち出
だ

し品
ひん

リスト 
貴重品
きちょうひん

  

□カード類
(るい

 

□現金
(げんきん

 

□免許証
(めんきょしょう

のうつし 

□健康
(けんこう

保険証
(ほけんしょう

のうつし  

非常
(ひじょう

食品
(しょくひん

  

□乾
(かん

パン 

□缶詰
(かんづめ

 

□栄養
(えいよう

補助
(ほじょ

食品
(しょくひん

 

□ドライフーズ 

□ミネラルウォーター 

□使
(つか

い捨
( す

て食器
(しょっき

 

□缶切
(かんきり

  

ラジオ類
(るい

  

□携帯
(けいたい

ラジオ 

□予備
( よ び

電池
(でんち

 
 

 電灯
(でんとう

  

□懐
(かい

中
(ちゅう

電
(でん

灯
(とう

 

□予備
( よ び

電池
(でんち

  

医薬品  

□絆
(ばん

創
(そう

膏
(こう

 

□傷 薬
(きずぐすり

 

□包帯
(ほうたい

 

□消毒
(しょうどく

薬
(やく

  

その他
( た

の生活
(せいかつ

用品
(ようひん

  

□肌着類
(はだぎるい

 

□軍手
(ぐんて

 

□タオル 

□ティッシュペーパー 

□雨具
(あまぐ

 

□ライター 

□ビニール 袋
(ぶくろ

 
 

※パスポートと外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

も常
つね

に身
み

近
ぢか

に置
お

いて、避
ひ

難
なん

の際
さい

に持
じ

参
さん

しましょう。 

紙
かみ

おむつや生
せい

理
り

用
よう

品
ひん

なども必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて準
じゅん

備
び

しましょう。 
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  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
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 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

(3) 備
び

蓄
ちく

品
ひん

 

 災
さい

害
がい

復
ふっ

旧
きゅう

までの数
すう

日
じつ

間
かん

（3 日
みっか

分
ぶん

）を目
め

安
やす

に、自
じ

足
そく

するために「非
ひ

常
じょう

持
も

ち出
だ

し 袋
ふくろ

」とは別
べつ

に、備
そな

えておく

ものです。 

 

●備
び

蓄
ちく

品
ひん

リスト 
□飲料水

いんりょうすい

 

□食料品
しょくりょうひん

 

□使
つか

い捨
す

ての食
しょっ

器
き

 

□毛布
も う ふ

 

□ビニールシート 

□ポリタンク 

□卓上
たくじょう

コンロ 

□使
つか

い捨
す

てカイロ 

□ロープ 

□布製
ぬのせい

ガムテープ 

※飲
いん

料
りょう

水
すい

は 1人
ひとり

1日
にち

3 リットルが目
め

安
やす

、食
しょく

料
りょう

品
ひん

はレトルトや缶
かん

詰
づめ

など 3 日
みっか

分
ぶん

相
そう

当
とう

。 

(4) 防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

 

 9月
がつ

1日
にち

は防
ぼう

災
さい

の日
ひ

、8月
がつ

30日
にち

～9月
がつ

5日
にち

は防
ぼう

災
さい

週
しゅう

間
かん

です。日
ひ

ごろから地
ち

域
いき

の防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

には積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

し、防
ぼう

災
さい

行
こう

動
どう

力
りょく

を身
み

につけましょう。 

 また、各
かく

地
ち

の「防
ぼう

災
さい

センター」などでは、防
ぼう

災
さい

知
ち

識
しき

の普
ふ

及
きゅう

や日
ひ

ごろの備
そな

えについて教
おし

えてくれます。ビデオテ

ープや映
えい

画
が

フィルムなどもあります。 
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多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 のトップへ 

 

P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

2 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

時
じ

 

2-6 災
さい

害
がい

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

 

 気
き

象
しょう

災
さい

害
がい

の予
よ

防
ぼう

のためには、まずは気
き

象
しょう

庁
ちょう

が発
はっ

表
ぴょう

する 注
ちゅう

意
い

報
ほう

・警
けい

報
ほう

・気
き

象
しょう

情
じょう

報
ほう

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に聞
き

き

ましょう。 これらは日
ひ

々
び

発
はっ

表
ぴょう

され、テレビ・ラジオ・インターネットでも伝
つた

えていますので、常
つね

に最
さい

新
しん

の情
じょう

報
ほう

を

取
と

り入
い

れるようにしたいものです。 

 また、台
たい

風
ふう

や豪
ごう

雨
う

の場
ば

合
あい

、おおむね、テレビやラジオの天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

などによって危
き

険
けん

の接
せっ

近
きん

を知
し

ることがで

きます。 

(1) ラジオ・テレビで「 注
ちゅう

意
い

報
ほう

」・「警
けい

報
ほう

」 情
じょう

報
ほう

を 入
にゅう

手
しゅ

 

 「 注
ちゅう

意
い

報
ほう

」は災
さい

害
がい

のおそれがあるときに、「警
けい

報
ほう

」は 重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が起
お

こるおそれがあるときに発
はっ

表
ぴょう

され

ます。警
けい

報
ほう

の方
ほう

がより警
けい

戒
かい

が必
ひつ

要
よう

な事
じ

態
たい

ということですが、 注
ちゅう

意
い

報
ほう

だから平
へい

気
き

ということではありません。

常
つね

にテレビ・ラジオなどの気
き

象
しょう

情
じょう

報
ほう

に 注
ちゅう

意
い

し、自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

に備
そな

えるようにしておきましょう。 

●警
けい

報
ほう

 

大
おお

雨
あめ

警
けい

報
ほう

 
大
おお

雨
あめ

による重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。対
たい

象
しょう

と

なる重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

として、重
じゅう

大
だい

な浸
しん

水
すい

災
さい

害
がい

や重
じゅう

大
だい

な土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

などがあげられます。 

洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

 

大
おお

雨
あめ

、長
なが

雨
あめ

、融
ゆう

雪
せつ

などにより河
か

川
せん

が増
ぞう

水
すい

し、重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。対
たい

象
しょう

となる重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

として、河
か

川
せん

の増
ぞう

水
すい

や氾
はん

濫
らん

、堤
てい

防
ぼう

の

損
そん

傷
しょう

や決
けっ

壊
かい

による重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

があげられます。なお、河
か

川
せん

を特
とく

定
てい

する場
ば

合
あい

は、指
し

定
てい

河
か

川
せん

洪
こう

水
ずい

警
けい

報
ほう

を発
はっ

表
ぴょう

します。 

大
おお

雪
ゆき

警
けい

報
ほう

 大
おお

雪
ゆき

により重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 

暴
ぼう

風
ふう

警
けい

報
ほう

 暴
ぼう

風
ふう

により重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 
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きんきゅう

・災害
さいがい

時
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暴
ぼう

風
ふう

雪
せつ

警
けい

報
ほう

 

雪
ゆき

を伴
ともな

う暴
ぼう

風
ふう

により重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

しま

す。「暴
ぼう

風
ふう

による重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

」に加
くわ

えて「雪
ゆき

を伴
ともな

うことによる視
し

程
てい

障
しょう

害
がい

（見
み

通
とお

しが利
き

かな

くなること）などによる重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

」のおそれについても警
けい

戒
かい

を呼
よ

びかけます。「大
おお

雪
ゆき

＋

暴
ぼう

風
ふう

」の意
い

味
み

ではなく、大
おお

雪
ゆき

により重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したとき

には、「大
おお

雪
ゆき

警
けい

報
ほう

」を発
はっ

表
ぴょう

します。 

波
は

浪
ろう

警
けい

報
ほう

 
高
たか

い波
なみ

により重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。この

「高
たか

波
なみ

」は、地
じ

震
しん

による「津
つ

波
なみ

」とは 全
まった

く別
べつ

のものです。 

高
たか

潮
しお

警
けい

報
ほう

 
台
たい

風
ふう

や低
てい

気
き

圧
あつ

等
とう

による異
い

常
じょう

な海
かい

面
めん

の上
じょう

昇
しょう

により重
じゅう

大
だい

な災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあ

ると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 

● 注
ちゅう

意
い

報
ほう

 

大
おお

雨
あめ

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 

大
おお

雨
あめ

による災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。対
たい

象
しょう

となる災
さい

害
がい

として、浸
しん

水
すい

災
さい

害
がい

や土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

などがあげられます。雨
あめ

がやんでも、土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

などの

おそれが残
のこ

っている場
ば

合
あい

は、発
はっ

表
ぴょう

を継
けい

続
ぞく

します。 

洪
こう

水
ずい

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 

大
おお

雨
あめ

、長
なが

雨
あめ

、融
ゆう

雪
せつ

などにより河
か

川
せん

が増
ぞう

水
すい

し、災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

した

ときに発
はっ

表
ぴょう

します。対
たい

象
しょう

となる災
さい

害
がい

として、河
か

川
せん

の増
ぞう

水
すい

や氾
はん

濫
らん

、堤
てい

防
ぼう

の損
そん

傷
しょう

や決
けっ

壊
かい

による災
さい

害
がい

があげられます。なお、河
か

川
せん

を特
とく

定
てい

する場
ば

合
あい

は、指
し

定
てい

河
か

川
せん

洪
こう

水
ずい

注
ちゅう

意
い

報
ほう

を

発
はっ

表
ぴょう

します。 

大
おお

雪
ゆき

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 大
おお

雪
ゆき

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 

強
きょう

風
ふう

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 強
きょう

風
ふう

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 

風
ふう

雪
せつ

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 

雪
ゆき

を伴
ともな

う強
きょう

風
ふう

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。「強
きょう

風
ふう

による災
さい

害
がい

」に加
くわ

えて「雪
ゆき

を伴
ともな

うことによる視
し

程
てい

障
しょう

害
がい

（見
み

通
とお

しが利
き

かなくなること）など

による災
さい

害
がい

」のおそれについても注
ちゅう

意
い

を呼
よ

びかけます。「大
おお

雪
ゆき

＋強
きょう

風
ふう

」の意
い

味
み

ではな

く、大
おお

雪
ゆき

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときには「大
おお

雪
ゆき

注
ちゅう

意
い

報
ほう

」を発
はっ

表
ぴょう

します。 
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波
は

浪
ろう

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 
高
たか

い波
なみ

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。この「高
たか

波
なみ

」

は、地
じ

震
しん

による「津
つ

波
なみ

」とは 全
まった

く別
べつ

のものです。 

高
たか

潮
しお

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 
台
たい

風
ふう

や低
てい

気
き

圧
あつ

等
とう

による異
い

常
じょう

な海
かい

面
めん

の上
じょう

昇
しょう

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 

濃
のう

霧
む

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 
濃
こ

い霧
きり

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。対
たい

象
しょう

となる

災
さい

害
がい

として、交
こう

通
つう

機
き

関
かん

の 著
いちじる

しい障
しょう

害
がい

などの災
さい

害
がい

があげられます。 

雷
かみなり

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 

落
らく

雷
らい

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。また、発
はっ

達
たつ

した

雷
らい

雲
うん

の下
した

で発
はっ

生
せい

することの多
おお

い突
とっ

風
ぷう

や「ひょう」による災
さい

害
がい

についての注
ちゅう

意
い

喚
かん

起
き

を付
ふ

加
か

することもあります。 

なだれ注
ちゅう

意
い

報
ほう

 「なだれ」により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 

融
ゆう

雪
せつ

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 融
ゆう

雪
せつ

により災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

するおそれがあると予
よ

想
そう

したときに発
はっ

表
ぴょう

します。 

乾 燥
かんそう

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 
空気
くうき

の乾 燥
かんそう

により災 害
さいがい

が発 生
はっせい

するおそれがあると予想
よそう

したときに発 表
はっぴょう

します。

具体的
ぐたいてき

には火災
かさい

の危険
きけん

が大
おお

きい気 象 条 件
きしょうじょうけん

を予想
よそう

した場合
ばあい

に発 表
はっぴょう

します。 

低 温
ていおん

注
ちゅう

意
い

報
ほう

 

低 温
ていおん

により災 害
さいがい

が発 生
はっせい

するおそれがあると予想
よそう

したときに発 表
はっぴょう

します。具体的
ぐたいてき

に

は、低 温
ていおん

のために農作物
のうさくぶつ

などに 著
いちじる

しい被害
ひがい

が発 生
はっせい

したり、冬季
とうき

の水道管破裂
すいどうかんはれつ

による 著
いちじる

しい被害
ひがい

の起
お

こるおそれがあるときに発 表
はっぴょう

します。 

(2) 市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

からの情
じょう

報
ほう

を 入
にゅう

手
しゅ

 

 風
ふう

水
すい

害
がい

や地
じ

震
しん

などの災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

、または発
はっ

生
せい

するおそれがあるときなどは、多
おお

くの市
し

町
ちょう

村
そん

では、広
こう

報
ほう

用
よう

の屋
おく

外
がい

スピーカーなどにより、 住
じゅう

民
みん

に災
さい

害
がい

の発
はっ

生
せい

状
じょう

況
きょう

を伝
つた

えたり、避
ひ

難
なん

の呼
よ

びかけなどをします。テ

レビやラジオとともに、市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

からの災
さい

害
がい

情
じょう

報
ほう

にも 注
ちゅう

意
い

しましょう。 

 

 

http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/p/index.html�


 

 

 

多言語生活情報 
 
  P 緊急

きんきゅう
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P 緊急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

 
 

2 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

時
じ

 

2-7 避
ひ

難
なん

 

(1) 避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

などの確
かく

認
にん

 

一
いち

時
じ

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

 

（一
いち

時
じ

集
しゅう

合
ごう

場
ば

所
しょ

） 

災
さい

害
がい

が起
お

こったときに一
いち

時
じ

的
てき

に身
み

を守
まも

るために避
ひ

難
なん

する場
ば

所
しょ

。また、広
こう

域
いき

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

へ移
い

動
どう

するための集
しゅう

合
ごう

場
ば

所
しょ

。小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

や近
きん

所
じょ

の公
こう

園
えん

。 

広
こう

域
いき

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

 

大
だい

震
しん

災
さい

などで火
か

災
さい

が発
はっ

生
せい

・拡
かく

大
だい

したときの避
ひ

難
なん

先
さき

となる場
ば

所
しょ

。大
だい

規
き

模
ぼ

な火
か

災
さい

か

らも身
み

を守
まも

れる十
じゅう

分
ぶん

な広
ひろ

さのある場
ば

所
しょ

として、大
おお

きな公
こう

園
えん

などが市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

によ

ってあらかじめ定
さだ

められています。大
おお

きな公
こう

園
えん

・広
ひろ

場
ば

。 

 避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

には、人
ひと

が 緑
みどり

色
いろ

の楕
だ

円
えん

に走
はし

りこんでいるイラストと、「避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

」と書
か

かれた文
も

字
じ

の看
かん

板
ばん

があり

ます。 

 災
さい

害
がい

時
じ

に備
そな

えて、まず市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

で防
ぼう

災
さい

マップを 入
にゅう

手
しゅ

し、自
じ

分
ぶん

の住
す

んでいる地
ち

域
いき

の一
いち

時
じ

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

、広
こう

域
いき

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

がどこなのかを確
かく

認
にん

し、自
じ

宅
たく

から避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

までの経
けい

路
ろ

を確
かく

認
にん

しておきましょう。 

(2) 避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

 

 災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

し、または発
はっ

生
せい

するおそれがあり、地
ち

域
いき

に危
き

険
けん

が迫
せま

っている場
ば

合
あい

、市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

が「避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

」を発
はつ

令
れい

します。お住
す

まいの地
ち

域
いき

に「避
ひ

難
なん

勧
かん

告
こく

」が発
はつ

令
れい

されたときは、発
はつ

令
れい

に 従
したが

い、 集
しゅう

団
だん

で避
ひ

難
なん

してく

ださい。ただし、火
ひ

や 煙
けむり

が近
ちか

くに見
み

える、家
か

屋
おく

が浸
しん

水
すい

してきたなど、明
あき

らかに目
もく

前
ぜん

に危
き

険
けん

が迫
せま

っている場
ば

合
あい

には、自
じ

分
ぶん

の判
はん

断
だん

ですぐ自
じ

主
しゅ

的
てき

に避
ひ

難
なん

しましょう。 

(3) 避
ひ

難
なん

方
ほう

法
ほう

 

 持
も

ち物
もの

はできるだけ少
すく

なくし、歩
ある

いて避
ひ

難
なん

することが基
き

本
ほん

です。子
こ

どもや高
こう

齢
れい

者
しゃ

、 病
びょう

気
き

やケガの人
ひと

がいれ

ば、皆
みな

で助
たす

け合
あ

って避
ひ

難
なん

しましょう。 
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